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令和４年１２月２１日 発行  關  陽 菜     
 

★いよいよ冬休みです！ 

 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

笑顔 



★１１月下旬から１２月下旬までの活動反省 

２学期の活動を終えることになります。取り組みや今までの反省を３学期に上手に繋

いで、次年度にいい形で引き継げるようにしていきましょう！ 
 

 活動内容 活動反省 

生
徒
会 

①生徒会だより発行 

②集会・式等の会場設営 

③後期全校集会企画・運営 

①少しずつ、生徒会だよりをしっかり見てくれる人
が増えてきたので、配布する際に、要点をしっかり
伝えられるように準備したい。 
③マイクの使い方等反省はあるが、全体的にテン
ポ良く会を進めることができた。会場設営の際、
すぐに動けるように、事前にセッティング等の打ち
合わせをしておく 

 

 学級の係班との連携内容及び反省 その他改善・継続して行うこと 

代
議 

① 挨拶運動 

代議員だよりの発行 
→各学年とも、構成を工夫し期日を意識しな
がら取り組むことができた。次回発行は１２月
２２日（木）、学年共通の話題は、「３学期に向
けて、冬休み中に準備したいこと」について。 

①挨拶運動 

②学級活動の推進 
③整列指導 
→集会時の整列だけでなく、一斉下校等の指示

も含め、代議員の活動の場面を増やしていく。 

生
活 

挨拶運動の連携 
→毎週木曜日、生活班と連携して朝８：００～

８：１５に朝の挨拶運動を継続して行う。学年

によってはしっかり取り組めていない状況なの

で、声がけをしたり、一緒に取り組むなど徹底

していきたい。 

☆身だしなみ点検の取り組み 
→週２回の予定で継続して行っていく。 

①ハンカチの携行 ②爪の長さ を重点項目とし

て今後行っていく。また点検後は、その結果を必

ず担任・学級に伝えることを確認した。 

学
習 

ロッカー点検 
→２年生で「良い例」と「そうでない例」の写

真を掲示することで、全体に意識することが

できた。今後、ロッカーの使い方に改善が必

要なときは、１・３年生でも掲示をするなどして

いきたい。 

★クロームの呼びかけ 

→学年によっては、声がけをしないと戻らないとい

うことが増えてきているので、朝の会等で声がけ

を強化していきたい。 

保

体 

給食前の消毒・準備 
→係班と分担して、片づけまでしっかり行って

いた。 

二段階換気 
→班のメンバーと意識しながら２時間目終了

後・昼休みに行うことができた。 

①生理用品の点検。 

→１か月に１回、女子の保体委員で点検を行う。 

②タオルでの加湿。 
→少しでも加湿できるよう、ぬらしたタオルを窓枠

にかける。 

文
化 

朝読書の声がけ 
→本そのものを持ってきていなかったり、本は

あっても読んでいなかったりという状況が各

学年で見られるので、今後様子を見て、ひどく

なるようであれば「朝読書強化週間」を設け

て、取り組みを徹底していきたい。 

①特別放送の内容確認 
→クリスマスにちなんだ企画を１２月１９日～２３

日の予定で実施。 

②文化委員だより 
→現段階では紙ベースの通信を発行している
が、今後は chromebook を活用して制作するこ
とを考えている。 
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令和５年１月１８日 発行   生徒会総務  
 

★校外における生活心得アンケート結果 

２学期末に行った、アンケートのご協力ありがとうございました。以下のよ
うにまとまりましたので、みなさんにご報告します。 
 
１ 校外における生活心得であなたが大切にしているもの、意識して守ろうとし
ているものに ついて 
 
全学年通して、半数以上が「全て大切に思う、意識して守ろうとしている」にチェックを
つけている。残り半数については、「大切に思っていない・守ろうとしていない」という
訳ではなく、自分の生活に直接的に関わらない・興味のない内容の項目（例→１（２）③⑥
⑦⑧ １（３）① ２（２）（３）（４）（５）…等）以外を部分別でチェックしている人が多かった。 
 

２ 校外生活における生活心得であなたが疑問に思うもの、よくわからないもの 
について 
 
１年生は、９割以上、２・３年生は７割５分以上の生徒が「特になし」と回答。 
なかでも２・３年生の意見の中に、 
１（２）③の項目において、「なぜダメなのかわからない」という声が多く、時間指定にお
ける根拠を求める声が複数見られ、 
１（２）④の項目において、「買い物・食事」以外の理由で商業施設に出入りする必要が
ないのだから、項目として必要ないのではないか」という意見が複数見られた。 
 
その他の項目で１名～２名のチェックはあったが、 
２ 事故防止のために の項目においては、 
「自分の身の安全や命を守るために必要だと思う。」 
「社会生活を過ごすうえで、お互いに気持ちよく生活するために必要なことだと思う。」 
「学校で先生に言われることが多い項目については、なぜ？と思う以前に、自然と行動
の基準にしていることだから」 
「中学生なので、自分で判断することがまだ難しいこともあるので、こういった心得に
よって、心得以外の場面でも自分でどうするか考えることができると思うから。」 
と言ったように、自分の身の安全、他者・社会とのかかわりにおいて、「必要なもの」で
あり、「肯定的に」とらえている生徒が多いことがわかった。 

 
以上の内容を、函館市の生徒会協議会に提出します。今後は、校外生

活における心得や過ごし方について、全体で考える機会を少しずつ設け

ていけたらと思っています。そのときはご協力よろしくお願いします。 
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 ３年生 



 


